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グループワークによる議論関連能力の学習
―失敗と成功の振り返りの影響に及ぼす知能観の調整効果―

○藤村まこと（福岡女学院大学） 大賀 哲＃（九州大学）

キーワード：成功経験と失敗経験，リフレクション，知能観

問 題

授業中に実施したグループでのディスカッションや

ディベートによって，学生の議論する力やチームで協

働する力はどのように育成されるのであろうか。教育

の手法や形態が多様化する中で，その効果の検証は十

分とは言い難い。本研究では，議論に関わるスキルと

して，“ディスカッション・スキル”の議事進行と論理

構成の 因子，そしてコミュニケーションにおける

“基本スキル（堀毛， ）”の解読，統制，記号化の

因子を取り上げ，グループによる議論や発表を行う

授業前後の変化を測定する。そして，自他の成功や失

敗を意図的，認知的に振り返る程度が議論に関わるス

キルの学習効果を高めること，それは個人の能力や知

能に対する信念を意味する知能観 によ

って調整されることを検証した。

方 法

調査対象者：福岡県内の学生 名。（性別：女性 名，

男性 名。学年： 年 名，不明 名）

調査時期： 年 月から 年 月

手続き： 年次後期に実施される全学共通科目の一部

として調査を実施した。授業では学生はテーマについ

てグループで議論と発表を行う。各グループには上級

生を として配置。グ

ループに対してフィードバックを実施した。授業期間

は週 コマ× 週で授業前後にアンケートを実施した。

調査項目：

以下の尺度を 件法で

たずねた。

①ディスカッション・

スキル：議論に必要な

スキルとして新たに

作成した 項目

②基本的スキル尺度

（堀毛， ）：解読，

統制，実行の 因子

項目 ③自尊心尺度

）：

項 目 ④ 知 能 観

（

， ：得

点が高いほど個人の

能力や技術は柔軟で

可変性を持つという信念を持つ（ 項目）⑤成功経験

と失敗経験の振り返り（藤村， ）：自己成功，自己

失敗，他者成功，他者失敗について各 項目で経験の

振り返りの程度を尋ねた。

結果と考察

まず“議論”に関わる尺度について，ポストテスト

の得点からプレテストの得点を差し引いた変化量を算

出した。次に，自他の成功と失敗の振り返りと知能観

を説明変数，議論に関わる尺度の各下位尺度を目的変

数とした階層的重回帰分析を行った（表１）。

分析の結果，基本的スキルの「解読」以外の下位尺

度において，交互作用が有意であった。結果を概観す

ると，（１）自己の成功経験の振り返りは，他者の失敗

や成功のふり返りとの調整効果を持つこと，（２）知能

観は，自他の失敗と成功の振り返りと調整効果を示す

ことが分かった。そして，単純傾斜の分析の結果，自

己の成功経験の振り返りの高低，もしくは知能観の高

低によって，他者の成功や失敗の振り返りの効果に違

いが生じていた。

今後の課題として，学生の個人要因以外に，授業中

のフィードバックの効果やグループ要因などの状況要

因の検討が必要と思われた。

付 記

調査に際して講義担当者の山田政寛先生（九州大学基

幹教育院）の協力を得ました。深く御礼申し上げます。

Step1 Step2 Step1 Step2 Step1 Step2 Step1 Step2 Step1 Step2
切片 0.30 * 0.33 * 0.05 0.13 0.30 ** 0.26 + 0.16 0.13 0.33 ** 0.25 +

自己失敗の振り返り -0.01 0.10 0.01 -0.07 -0.18 -0.25 0.01 0.09 -0.22 0.01
自己成功の振り返り -0.18 -0.14 -0.19 0.18 0.14 0.19 0.18 0.24 0.12 0.10
他者失敗の振り返り 0.10 -0.03 0.01 -0.12 -0.03 -0.08 0.10 0.15 0.15 0.05
他者成功の振り返り 0.05 0.13 0.13 0.17 -0.16 0.00 -0.44 ** -0.48 * -0.24 -0.16
知能観 0.15 0.04 0.08 -0.08 0.04 -0.03 0.04 -0.04 0.04 -0.06
自尊心 0.04 0.04 0.06 -0.02 0.01 0.01 -0.19 -0.16 0.00 0.04
自己失敗の振り返り×自己成功の振り返り -0.03 -0.13 -0.22 + -0.11 -0.14
自己失敗の振り返り×他者失敗の振り返り 0.03 0.02 0.03 0.09 0.22 +

自己失敗の振り返り×他者成功の振り返り -0.20 + 0.08 0.01 0.11 -0.05
自己失敗の振り返り×知能観 -0.13 -0.37 ** -0.14 -0.05 -0.05
自己成功の振り返り×他者失敗の振り返り -0.37 * -0.43 ** -0.21 -0.37 * -0.52 **

自己成功の振り返り×他者成功の振り返り 0.50 ** 0.31 * 0.27 0.34 * 0.55 **

自己成功の振り返り×知能観 0.18 + 0.27 ** 0.24 * 0.25 * 0.26 *

他者失敗の振り返り×他者成功の振り返り 0.04 0.08 0.13 + -0.06 0.01
他者失敗の振り返り×知能観 0.38 ** 0.53 ** 0.19 0.31 ** 0.47 **

他者成功の振り返り×知能観 -0.30 * -0.26 * -0.22 + -0.45 ** -0.55 **

R 2 .07 .35 * .05 .39 ** .13 .31 .20 * .40 ** .12 .51 **

** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

記号化

ディスカッション・スキル コミュニケーションの基本的スキル

表1　議論に関するスキル（ディスカッション・スキルとコミュニケーションの基本スキル）を目的変数とした階層的重回帰分析

説明変数 議事進行 論理構成 解読 統制
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短文理解に伴う状況イメージの検討
―短文を接続する語「そのあと」を用いて―

伊藤尚枝（恵泉女学園大学）

キーワード：短文理解，心的なシミュレーション

問題と目的

は，例えば「木を切り倒

す」「フェンスにペンキを塗る」という つの短文

を，接続詞（ または ）でつないで重文

を作り，参加者に読んでもらった。重文の意味が

通るかを尋ねると， の場合は意味が通るが，

の場合は通らないと答えた。さらに，読解

時間を比較すると， のほうが より

も有意に短かった。この結果から，同時には実行

できない動作文を でつなぐと，辻褄の合う

状況として表象して，動作を心的にシミュレーシ

ョンできるようになると主張している。

本研究では， のかわりに，フレーズ「そ

のあと」を使用する。そして， つの動作文をつ

なぐ「そのあと」の有無を操作して，表象するイ

メージに違いが現れるかを実験的に検討する。指

標としては，単語の再生テストを使用する。「その

あと」があることで，読者が一貫した状況を表象

して動作をシミュレーションするならば，フレー

ズの有無に応じて再生成績に違いが表れるだろう。

方 法

実験参加者 大学生 名（ ～ 歳）。フレーズ

あり条件（ 名）と，フレーズなし条件（ 名）

にランダムに割りあてた。

実験計画 要因の参加者間計画。要因は，呈示

するフレーズ（「そのあと」）の有無であった。

呈示刺激 文を 組として， 組呈示した。

に，使用した刺激文から 組を抜粋して示す。

フレーズあり条件は， 文の間に「そのあと」

（ 内［ ］で示す）を入れて呈示した。フ

レーズなし条件は， 文の間に何も入れなかった。

短文は，すべて「（名詞）を～する」の形であった。

手続き 参加者に，条件に応じた刺激文をパワー

ポイントで呈示した。スライド 枚につき 文を

ペアにして呈示して， 秒間黙読してもらった。

参加者の課題は，呈示された つの文中に含まれ

る単語（名詞）を覚えることであった。単語は，

文につき つずつ指定したが，一緒に呈示した

文の単語をペアにして覚えてもらった。記憶する

単語は，下線を引いて示した（ 内の二重

線と太線部分）。刺激文を読み終わった後，再生テ

ストを受けてもらった。再生テストでは，第 文

の単語（ 内の二重線）をヒントにして，

ペアである第 文の単語（ 内の太線 を再

生してもらった。

実験で使用した刺激文 抜粋

注）フレーズなし条件では，［そのあと］を削除

して呈示した。

結果と考察

ペアの相方の単語を正しく再生できたときに，

点を与えて得点化した（ 点満点）。 に，

各条件ごとの正解得点の平均値を示す。 条件の

平均値に差があるかどうかを調べるために，対応

のない 検定を実行したところ，有意な差が認め

られた（ （ ）＝ ＜ ）。

フレーズあり条件のほうが，記憶成績がよかっ

たのは，フレーズ「それから」によって，脈絡の

ない つの動作文を統合するイメージを形成して，

動作を心的にシミュレーションしたためだと推察

できる。

条件ごとの正解得点の平均値（ ）
＜ ＜

引用文献

（ ）

①海を見下ろす。 ［そのあと、］肩をもむ。

②薬を飲む。 ［そのあと、 ］ゴミを捨てる。

③布団をたたむ。 ［そのあと、 ］ポスターを貼る。

④コメントを書く。 ［そのあと、 ］公園を散歩する。

⑤名前を呼ぶ。 ［そのあと、 ］ ドアを指さす。
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